
雪
害
樹
園
地
で
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

産
地
復
興 

を
目
指
し

地
域
挙
げ
て
助
け
合
い
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雪の重みで折れた枝を掘り起こし、チェーンでつり上げて
りんごの木を補修する果樹農家

慣れない作業に苦戦しながら、懸命に雪掘り作業を行うボランティア（３月29日・増田亀田地区）

　
３
月
に
入
り
融
雪
期
を
迎
え
た

樹
園
地
で
は
、
大
雪
に
よ
る
果
樹

被
害
が
拡
大
す
る
危
険
性
が
高
ま

る
中
、
３
月
15
日
か
ら
３
週
に
わ

た
り
、
雪
掘
り
や
雪
踏
み
、
折
れ

た
枝
の
補
修
な
ど
の
雪
害
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
影
響
が
残
る
時

期
で
し
た
が
、
10
日
間
で
市
や
県

の
職
員
、
Ｊ
Ａ
な
ど
農
業
関
係
団

体
職
員
、
商
工
業
の
民
間
職
員
な

ど
、
の
べ
４
０
６
人
が
作
業
に
あ

た
り
ま
し
た
。

　
今
冬
の
大
雪
は
、
２
月
１
日
に

１
９
２
㌢
（
秋
田
気
象
台
横
手
観

測
所
＝
市
内
八
幡
）
の
最
大
積
雪

深
を
記
録
。
ほ
と
ん
ど
が
山
間
部

に
あ
る
樹
園
地
は
、
２
月
上
旬
に

は
ゆ
う
に
２
㍍
を
超
す
雪
に
覆
わ

れ
、
雪
の
重
み
で
幹
や
枝
が
深
刻

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
１
月
28
日
に
市
農
業

雪
害
対
策
部
を
設
置
し
、
果
樹
や

農
業
施
設
な
ど
の
被
害
を
詳
し
く

調
査
。
２
月
２
日
に
、
被
害
面
積

を
約
５
７
４
㌶
、
被
害
額
を
17
億

４
千
万
円
あ
ま
り
と
推
定
し
、
そ

の
復
旧
支
援
の
た
め
、
融
雪
剤
の

購
入
費
助
成
や
無
人
ヘ
リ
に
よ
る

散
布
、
樹
園
地
進
入
路
の
確
保
な

ど
へ
の
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
県
や
Ｊ
Ａ
と
連
携
し

て
、
農
業
施
設
や
果
樹
の
雪
害
復

旧
に
向
け
た
支
援
策
を
進
め
、
大

き
な
打
撃
を
受
け
た
農
業
の
立
て

直
し
を
図
っ
て
い
ま
す
。
雪
害
に

よ
る
農
業
施
設
の
復
旧
や
果
樹
の

補
植
・
改
植
、
被
害
樹
の
再
生
、

果
樹
棚
の
復
旧
な
ど
を
目
指
す
方

は
、
各
地
域
局
産
業
建
設
課
か
農

業
振
興
課
、
ま
た
は
Ｊ
Ａ
の
窓
口

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〝
　
　
　
　
〞

　パイプハウス等の復旧支援事業を利用する
場合は、被害状況や被害割合を確認します。
そのため、利用申請の際は、被害を受けた施
設の「全景写真」および「被害部分の拡大写
真」などが必要です。
　詳しくは、各地域局産業建設課か農業振興
課（  45‐3409）へお問い合わせください。

少し膨らみかけてきた横手川沿いの桜の蕾

農業施設の復旧を目指す皆さんへ
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市政の窓（行政報告）

　
消
防
団
員
の
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
よ
う
と
、
昨
年
度
か
ら
市
が

実
施
し
て
い
る
消
防
団
協
力
事
業

所
表
示
制
度
で
、
新
た
に
次
の
事

業
所
に
表
示
証
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
市
内
の
協
力
事
業
所
は
こ
れ

で
32
事
業
所
と
な
り
ま
し
た
。

▽
㈲
大
日
向
建
設
（
雄
物
川
）
▽

㈱
最
上
田
組
（
横
手
）
＝
３
月
25

日
交
付

２
社
に
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
交
付

　
４
月
１
日
、
横
手
駅
東
口
の
よ

こ
て
イ
ー
ス
ト
内
に
公
共
施
設
棟

と
し
て
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た

市
交
流
セ
ン
タ
ー
　
Ｙ
（
わ
い
わ

い
）
ぷ
ら
ざ
』
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
オ
ー
プ
ン
直
後
が
週
末
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
初
日
か
ら
の

３
日
間
で
約
２
，
３
０
０
人
が
来

場
。
特
に
２
階
の
児
童
セ
ン
タ
ー

や
４
階
の
健
康
の
駅
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
に
は
、
多
く
の
利
用

者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
吹
き
抜
け
で
開
放
感
の

あ
る
１
階
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

は
、
オ
ー
プ
ン
月
間
と
い
う
こ
と

で
楽
器
演
奏
や
ダ
ン
ス
な
ど
を
披

露
す
る
〝
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
〞
に
無

料
開
放
し
て
お
り
、
早
速
ピ
ア
ノ

演
奏
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
練
習
で
利

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
第
１
号
と
な
っ
た
市
内
の
中

学
３
年
生
・
工
藤
陽
菜
さ
ん
は
、

来
月
の
発
表
会
に
備
え
、
練
習
と

度
胸
試
し
を
兼
ね
て
ピ
ア
ノ
の
演

奏
を
披
露
。
「
ホ
ー
ル
と
同
じ
く

ら
い
響
く
の
で
、
弾
い
て
い
て
気

持
ち
が
い
い
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば

せ
て
い
ま
し
た
。

　
今
月
16
日
に
は
、
竣
工
神
事
と

東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
を
目

的
と
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

災
害
時
に
緊
急
放
送
で
情
報
提
供

横
手
市
と
横
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
が
協
定
締
結

たくさんの温かい善意、ありがとうございます

市民の皆さんからの義援金について
　市では、横手市民の皆さんからの義援金を受け付けてい
ます。３月31日までにお寄せいただいた中から、北東北地
域連携軸構想推進協議会加盟市や友好都市など、日頃から
関係が深く被害の大きかった６市へ、緊急に送金しました
のでお知らせします。
◎義援金受付総額（３月31日現在）　8,693,231円
◎うち被災地へ送金した額　　　　　6,000,000円
　送金先：岩手県釜石市、大船渡市、宮古市、
　　　　　宮城県石巻市、福島県相馬市、茨城県那珂市
　このほか、次の団体等から市が直接行う被災地支援の取
り組みに対する寄付がありました。（敬称略）
・よねや商事株式会社　　　　　　　1,000,000円
・株式会社菅与　　　　　　　　　　3,000,000円
・平鹿総合病院労働組合　　　　　　　500,000円
・秋田県立衛生看護学院職員一同　　　197,000円

被災地支援の取り組みについて
◎市職員の被災地への派遣
・応援給水活動／岩手県山田町（3/21～31・上下水道部職員）
・避難所運営支援（県被災支援活動）／釜石市（3/30～）
・被災宅地危険度判定応援／仙台市（3/30～4/2・建設部職員）
・保健師活動支援／釜石保健所（3/31～4/5・市保健師）
・災害対策本部派遣／釜石市（4/3～24・３人ずつ３班）
◎支援物資の輸送（４月１日号記載以降分）
　北東北地域連携軸構想推進協議会のつながりで、大仙市、
湯沢市、由利本荘市とともに大船渡市（3/29）、釜石市（4/3）
にコメや衣類などの支援物資を輸送しました。
◎市公用車の無償貸与
　釜石市災害対策本部へ市の公用車８台を無償で貸し出す
こととし、４月７日、市職員により搬送しました。

　
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
発

生
か
ら
１
カ
月
が
過
ぎ
、
私
た
ち

の
生
活
は
ほ
ぼ
地
震
発
生
前
に
戻

り
ま
し
た
が
、
津
波
に
よ
る
被
害

の
大
き
か
っ
た
三
陸
沿
岸
地
域
や

福
島
原
発
事
故
の
周
辺
自
治
体
で

は
、
今
も
避
難
生
活
が
続
い
て
い

ま
す
。
横
手
市
で
は
、
市
震
災
支

援
対
策
本
部
が
中
心
と
な
り
、
引

き
続
き
被
災
地
へ
の
人
的
、
物
的

支
援
や
被
災
地
か
ら
の
避
難
者
の

受
け
入
れ
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り

組
み
ま
す
。

■
被
災
地
支
援
の
取
り
組
み

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
義
援
金
の
取
り
扱
い
や
被
災
地

へ
の
職
員
派
遣
な
ど
、
市
報
４
月

１
日
号
に
記
載
し
た
以
降
の
取
り

組
み
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
市
内
の
ご
家
庭
に
避
難
さ
れ
て

　
い
る
方
は
ご
一
報
く
だ
さ
い

　
こ
の
度
の
大
震
災
で
、
市
内
の

ご
家
庭
な
ど
に
避
難
さ
れ
て
い
る

方
と
受
け
入
れ
家
庭
を
支
援
す
る

た
め
、
市
対
策
本
部
で
は
避
難
者

向
け
の
情
報
提
供
や
各
種
相
談
窓

口
の
ご
案
内
、
市
内
の
温
泉
施
設

で
使
え
る
無
料
入
浴
券
の
配
布
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
一
時
避
難
さ
れ
て
い
る

方
が
い
る
場
合
は
、
最
寄
り
の
地

域
局
地
域
振
興
課
か
震
災
支
援
対

策
本
部
（
　
３
５
‐
２
１
９
５
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
震
災
支
援
の
情
報
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　小野タヅ子副
市長が、３月31
日で４年間の任
期を終え、退任
しました。
　小野前副市長
は、昭和45年４
月に旧平鹿町職
員に任用されて
役場入りし、議
会事務局長など
を歴任。横手市では、合併と同時に
会計課長を務め、平成19年３月定例
会で市議会の同意を得て、４月１日
から副市長を務めていました。

退任した
小野タヅ子副市長

小野タヅ子副市長が退任
　
横
手
市
と
横
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｆ
Ｍ
放
送
株
式
会
社
（
岩
佐
佳
政

代
表
取
締
役
社
長
）
と
の
間
で
、

災
害
時
に
緊
急
放
送
を
行
う
た
め

の
協
定
が
結
ば
れ
る
こ
と
と
な
り
、

３
月
29
日
に
市
役
所
本
庁
南
庁
舎

で
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
市
内
に
影
響
を

及
ぼ
す
地
震
や
水
害
、
大
雪
な
ど

が
発
生
、
ま
た
は
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
に
、
市
の
地
域
防

災
計
画
に
基
づ
き
、
市
民
の
皆
さ

ん
へ
の
災
害
情
報
等
の
緊
急
放
送

を
行
う
も
の
。
３
月
31
日
か
ら
本

放
送
を
開
始
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｆ
Ｍ
放
送
（
横
手
か
ま
く
ら
エ
フ

エ
ム
）
を
通
じ
、
必
要
に
応
じ
て

番
組
の
途
中
で
も
緊
急
放
送
を
行

っ
た
り
、
市
が
提
供
す
る
災
害
情

報
な
ど
を
放
送
し
た
り
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
で
は
高
齢
者
や
障
が

い
者
な
ど
の
い
る
世
帯
に
緊
急
告

知
用
ラ
ジ
オ
を
配
布
す
る
と
と
も

に
、
同
Ｆ
Ｍ
放
送
局
と
市
役
所
に

緊
急
割
り
込
み
装
置
を
設
置
す
る

予
定
で
、
今
年
度
５
，
５
３
０
万

円
を
措
置
。
災
害
発
生
時
に
緊
急

情
報
を
素
早
く
伝
達
で
き
る
体
制

を
整
え
る
計
画
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・

　
横
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送

で
は
、
市
の
委
託
を
受
け
１
月
か

ら
の
大
雪
被
害
と
３
月
か
ら
の
東

日
本
大
震
災
に
対
応
し
た
臨
時
災

害
放
送
を
実
施
。
本
放
送
開
始
に

と
も
な
い
、
現
在
は
１
日
３
回
の

情
報
番
組
の
中
で
、
災
害
支
援
情

報
を
含
む
市
が
提
供
す
る
情
報
を

流
し
て
お
り
、
緊
急
情
報
に
つ
い

て
は
随
時
対
応
し
て
い
ま
す
。

災害時緊急放送の協定を交わした横手コミュ
ニティＦＭの関係者と五十嵐市長

市が提供する情報は１日３回放送
放送時間
【平日（月～金曜）】
 ①8：00～8：15
 ②12：30～12：45
 ③17：45～18：00
【土曜･日曜】
 ①9：15～9：30
 ②12：00～12：15
 ③18：00～18：10
 ※上記のうちの10分間

周波数：ＦＭ放送77.4メガヘルツ
コーナー名
 『よこてタウンメッセージ』

義
援
金
を
被
災
自
治
体
に
緊
急
送
金

　
釜
石
市
災
害
対
策
本
部
へ
市
職
員
を
派
遣　小野副市長が担任していた事務は、

当面、鈴木信好副市長が担任します。

被
災
地
へ
の
活
動
支
援
を
継
続

　
釜
石
市
内
は
、
未
だ
に
町
中
に

が
れ
き
が
散
乱
し
て
い
て
、
津
波

の
怖
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
主
要

道
路
は
通
行
可
能
で
す
が
、
が
れ

き
を
片
付
け
る
重
機
や
電
柱
を
設

置
す
る
作
業
用
車
両
、
被
災
者
の

安
否
確
認
に
訪
れ
る
人
な
ど
の
車

で
渋
滞
し
て
い
ま
し
た
。

　
私
が
配
属
さ
れ
た
旧
中
学
校
体

育
館
の
避
難
所（
左
写
真
）で
は
、

隣
同
士
で
声
を
か
け
あ
い
、
互
い

に
協
力
し
な
が
ら
避
難
生
活
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
確
保
は
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
が
、

あ
る
お
年
寄
り
は
「
近
く
に
人
が

い
る
こ
と
で

安
心
感
が
あ

る
」
と
話
し

て
い
て
、
避

難
所
設
備
の

善
し
悪
し
は

あ
る
の
で
し

ょ
う
が
、
人

の
つ
な
が
り

の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
避
難
所
の
運
営
は
釜
石
市
の
職

員
が
行
っ
て
い
ま
す
が
、
職
員
自

身
も
自
宅
が
流
さ
れ
た
り
家
族
が

行
方
不
明
で
あ
っ
た
り
と
ま
さ
に

被
災
者
で
あ
り
、
人
的
支
援
の
必

要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
４
日
間
の
避
難
所
生
活
を
経
験

し
て
、
〝
あ
れ
ば
便
利
だ
け
れ
ど

も
、
な
く
て
も
困
ら
な
い
も
の
〞

は
な
る
べ
く
使
用
を
控
え
る
生
活

を
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

例
え
ば
、
避
難
所
で
は
暖
房
器
具

も
乏
し
く
寒
い
思
い
を
し
ま
し
た

が
、
重
ね
着
す
れ
ば
寒
さ
に
も
す

ぐ
に
慣
れ
ま
し
た
。
普
段
ど
お
り

の
生
活
を
心
が
け
て
元
気
を
保
ち

な
が
ら
も
、
浪
費
や
無
駄
遣
い
は

慎
む
こ
と
が
、
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
な
の
だ
と
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。

釜
石
市
の
避
難
所
運
営
を
支
援
し
て

市
総
務
企
画
部
危
機
管
理
室
　
照
井
正
行

東日本大震災支援

※
秋
田
県
被
災
地
支
援
チ
ー
ム
の
一
員
と

　
し
て
、
３
月
30
日
か
ら
４
月
２
日
ま
で

　
の
４
日
間
、
釜
石
市
に
滞
在

　
災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
希
望
す
る
方
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
で
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
支
援
物
資
の
受
付
や
一
時
避
難
所
等
の
市
内
で
の

　
支
援
活
動
を
希
望
す
る
方
　
　
　
横
手
市
社
会
福

　
祉
協
議
会
・
災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
３
６
‐
５
３
７
７
ま
た
は
各
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

▼
被
災
地
な
ど
県
外
で
の
支
援
活
動
を
希
望
す
る
方

　
　
　
　
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
本
部
地
域
福
祉

　
部
　
０
１
８
‐
８
６
４
‐
２
７
１
４
へ

災害支援ボランティア
登録のお知らせ市民の交流の場

駅東口に誕生
『Ｙ２ぷらざ』オープン

『
２

は
る 

な

Ｙ２ぷらざのオープンスペースでピアノを
演奏する工藤陽菜さん
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地
域
局

介
護
老
人
保
健
施
設
老
健
お
お
も

り
事
務
長

養
護
老
人
ホ
ー
ム
ひ
ら
か
荘
施
設

長特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
寿
園
施

設
長

部
長
兼
企
業
誘
致
室
長
兼
実
験
農

場
管
理
者

会
計
課

議
会
事
務
局

監
査
委
員
事
務
局

農
業
委
員
会
事
務
局

教
育
委
員
会
事
務
局

市
の
職
員
体
制

市
の
職
員
体
制

課
長
級
以
上
の
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

消
防
本
部
・
消
防
署

【
市
立
大
森
病
院
】

部
長
兼
危
機
管
理
室
長

次
長
兼
人
事
課
長

市
長
公
室
長

市
長
公
室
主
幹

経
営
企
画
課
長

経
営
企
画
課
主
幹

情
報
政
策
課
長

部
長

次
長
兼
納
税
課
長

財
政
課
長

管
財
課
長

契
約
検
査
課
長

契
約
検
査
課
専
門
監

市
民
税
課
長

資
産
税
課
長

部
長

次
長
兼
生
活
環
境
課
長

市
民
課
長

国
保
年
金
課
長

東
部
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
所
長

西
部
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
所
長

南
部
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
所
長

横
手
衛
生
セ
ン
タ
ー
所
長

雄
物
川
衛
生
セ
ン
タ
ー
所
長

　部
長
兼
福
祉
事
務
所
長

次
長
兼
社
会
福
祉
課
長

健
康
推
進
課
長

健
康
推
進
課
栄
養
士
主
幹

健
康
推
進
課
専
門
監

社
会
福
祉
課
専
門
監

社
会
福
祉
課
専
門
監

子
育
て
支
援
課
長

高
齢
ふ
れ
あ
い
課
長

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

次
長
兼
農
業
政
策
課
長

農
業
政
策
課
主
幹

農
業
振
興
課
長

農
林
整
備
課
長

観
光
物
産
課
長

実
験
農
場
場
長

部
長

次
長
兼
建
設
監
理
課
長

建
設
監
理
課
専
門
監

道
路
河
川
課
長

都
市
計
画
課
長

建
築
住
宅
課
長

建
築
住
宅
課
専
門
監

　部
長

次
長
兼
経
営
管
理
課
長

経
営
管
理
課
主
幹

水
道
課
長

下
水
道
課
長

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

議
会
事
務
局
長

議
会
事
務
局
主
幹

監
査
委
員
事
務
局
長

農
業
委
員
会
事
務
局
長

農
業
委
員
会
事
務
局
主
幹

次
長
兼
教
育
総
務
課
長

学
校
統
合
推
進
課
長

文
化
財
保
護
課
長

生
涯
学
習
課
長

横
手
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

増
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

平
鹿
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

雄
物
川
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

大
森
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

十
文
字
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

大
雄
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

中
央
図
書
館
館
長

部
長

学
校
教
育
課
長

局
長

地
域
振
興
課
長

産
業
建
設
課
長

局
長

地
域
振
興
課
長

市
民
福
祉
課
長

ま
す
だ
保
育
園
園
長

産
業
建
設
課
長

局
長

地
域
振
興
課
長

市
民
福
祉
課
長

産
業
建
設
課
長

　局
長

地
域
振
興
課
長

市
民
福
祉
課
長

産
業
建
設
課
長

局
長

地
域
振
興
課
長

市
民
福
祉
課
長

産
業
建
設
課
長

局
長

地
域
振
興
課
長

市
民
福
祉
課
長

十
文
字
保
育
所
所
長

産
業
建
設
課
長

局
長

地
域
振
興
課
長

市
民
福
祉
課
長

さ
ん
な
い
保
育
園
園
長

産
業
建
設
課
長

局
長

地
域
振
興
課
長

市
民
福
祉
課
長

た
い
ゆ
う
保
育
園
園
長

産
業
建
設
課
長

消
防
長

消
防
本
部
次
長

消
防
本
部
予
防
課
長

消
防
本
部
警
防
課
長

消
防
本
部
通
信
指
令
課
長

消
防
本
部
救
急
課
長

消
防
署
署
長

消
防
署
副
署
長

消
防
署
副
署
長

病
院
事
業
管
理
者

院
長

副
院
長

副
院
長

副
院
長

副
院
長

診
療
部
長

診
療
部
長

事
務
局
長
兼
総
務
課
長

事
務
局
医
事
課
長

診
療
放
射
線
科
技
師
長

薬
剤
科
長

看
護
科
総
看
護
師
長

看
護
科
副
総
看
護
師
長

看
護
科
３
Ｂ
病
棟
看
護
師
長

看
護
科
２
Ａ
病
棟
看
護
師
長

看
護
科
４
Ｃ
病
棟
看
護
師
長

看
護
科
３
Ｃ
病
棟
看
護
師
長

看
護
科
３
Ａ
病
棟
看
護
師
長

看
護
科
手
術
室
看
護
師
長

看
護
科
外
来
看
護
師
長

医
療
安
全
管
理
室
副
室
長

臨
床
検
査
科
技
師
長

食
養
科
技
師
長

院
長

副
院
長

副
院
長

副
院
長

副
院
長

診
療
部
長

看
護
科
総
看
護
師
長
心
得

看
護
科
副
総
看
護
師
長
心
得

　
藤
井
　
孝
芳

　
小
丹
　
茂
樹

　
佐
藤
　
　
亮

　
辻
　
　
正
憲

　
高
橋
　
征
徳

　
高
橋
　
　
嘉

　
木
村
　
　
忠

　
佐
藤
　
秀
憲

　
柴
田
　
恒
宏

　
照
井
　
礼
司

　
三
浦
　
　
淳

　
山
中
　
長
悦

　
佐
藤
　
栄
一

　
藤
原
　
佳
宣

　
大
和
　
敏
憲

　
藤
井
　
靖
己

　　
森
屋
　
輝
夫

　
菊
地
　
晴
男

　
髙
橋
　
　
功

　
高
村
　
　
明

　
半
田
　
正
平

　
武
藤
　
常
夫

　
伊
藤
　
卓
雄

　
斎
藤
　
正
弘

　
飯
野
由
貴
男

　　
石
山
　
清
和

　
丹
尾
　
弘
悦

　
照
井
　
　
寛

　
石
田
　
　
操

　
長
井
　
　
健

　
佐
藤
　
憲
雄

　
高
橋
　
幸
一

　
長
谷
山
逹
夫

　
皆
川
　
規
和

　
佐
野
　
　
司

　
佐
藤
　
郁
雄

　
髙
橋
　
克
文

　
鈴
木
　
　
一

　
金
田
　
紳
一

　
遠
藤
　
久
志

　
佐
々
木
　
隆

　
関
口
　
悦
雄

　
三
浦
　
一
雄

　
鈴
木
　
長
悦

　
佐
藤
　
誠
悦

　
小
田
嶋
利
宏

　
小
松
田
文
夫

　
加
藤
　
正
一

　
照
井
　
康
晴

　
高
橋
　
　
実

　
佐
藤
　
　
耕

　
渡
部
　
幸
伸

　
佐
越
　
和
之

　
日
野
　
　
充

　
高
橋
　
宏
司

　　
鈴
木
　
弘
志

　
向
川
　
善
雄

　
小
野
　
梶
利

　
小
原
　
信
美

　
佐
藤
　
芳
美

　　
太
田
　
照
敏

　
浮
嶋
　
　
伸

　
佐
藤
し
げ
子

　
内
藤
　
　
稔

　
菊
地
　
均

　
畠
山
　
宏
文

　【
教
育
総
務
部
】

　
小
川
　
良
平

　
柴
田
　
健
悦

　
小
西
　
一
夫

　
黒
政
　
欽
一

　
秋
島
　
祐
子

　
小
西
　
　
稔

　
松
井
　
新
悦

　
柴
田
　
清
隆

　
菊
池
　
由
孝

　
加
藤
　
敬
雄

　
小
西
　
宏
彦

　
栗
田
　
公
平

　
加
藤
　
　
一

　
佐
藤
　
　
修

　【
教
育
指
導
部
】

　
佐
々
木
孝
雄

　
佐
藤
　
　
稔

　
佐
藤
　
　
均

　
奥
山
　
幸
彦

　【
横
手
地
域
局
】

　
石
山
　
昭
一

　
武
田
　
浩
一

　
阿
部
　
一
美

　【
増
田
地
域
局
】

　
遠
藤
　
晴
美

　
阿
部
　
　
仁

　
佐
藤
　
長
慶

　
高
崎
　
朋
子

　
見
田
貞
一
郎

　【
平
鹿
地
域
局
】

　
眞
田
　
正
照

　
佐
藤
　
　
誠

　
佐
々
木
雅
子

　
森
谷
　
富
男

　
福
岡
　
新
作

　
杉
山
　
　
哲

　
柴
田
　
立
子

　
宮
川
　
秀
雄

　【
大
森
地
域
局
】

　
髙
山
　
勇
光

　
菊
地
　
弘
志

　
伊
藤
由
美
子

　
佐
藤
　
新
一

　
鈴
木
　
淳
悦

　
澁
谷
　
　
満

　
藤
原
　
廣
三

　
五
十
嵐
房
子

　
瀧
澤
　
寛
宜

　【
山
内
地
域
局
】

　
藤
田
　
　
茂

　
加
賀
谷
秀
昭

　
得
平
イ
ヱ
子

　
由
利
　
浪
子

　
藤
井
　
嘉
博

　【
大
雄
地
域
局
】

　
鈴
木
　
康
和

　
小
松
田
博
之

　
栗
林
　
千
春

　
信
太
　
裕
子

　
信
太
　
新
一

　
泉
田
　
榮
次

　
伊
藤
　
弘
明

　
澤
谷
　
　
敬

　
東
海
林
俊
一

　
藤
原
　
正
美

　
小
野
　
一
男

　
黒
澤
　
雅
博

　
佐
藤
　
晋
作

　
高
橋
　
俊
美

　
田
口
　
信
夫

　　
長
山
正
四
郎

　
丹
羽
　
　
誠

　
吉
岡
　
　
浩

　
船
岡
　
正
人

　
藤
盛
　
修
成

　
江
畑
公
仁
男

　
小
松
　
　
明

　
畑
澤
　
淳
一

　
佐
藤
　
正
弘

　
浮
嶋
　
優
子

　
小
田
嶋
尚
人

　
藤
原
　
理
吉

　
石
田
　
良
樹

　
木
村
カ
ズ
子

　
佐
藤
セ
ツ
子

　
高
橋
千
鶴
子

　
木
下
　
文
子

　
木
村
真
貴
子

　
高
本
　
和
子

　
藤
井
　
洋
子

　
佐
藤
　
昌
悦

　
佐
々
木
佳
子

　
木
村
恵
美
子

　
佐
藤
恵
美
子

　
原
田
　
優
子

　
小
野
　
　
剛

　
大
場
　
雅
史

　
三
浦
　
　
勉

　
福
岡
　
岳
美

　
澤
邉
　
　
淳

　
中
西
　
真
一

　
遠
藤
ま
ゆ
み

　
佐
藤
　
恵
子

　
金
澤
　
和
彦

◆
辻
正
憲
／
総
務
企
画
部
市
長
公

室
主
幹
◆
細
谷
裕
子
／
総
務
企
画

部
市
長
公
室
主
任
◆
佐
々
木
明
子

／
総
務
企
画
部
経
営
企
画
課
主
事

◆
小
松
健
／
総
務
企
画
部
情
報
政

策
課
主
任
◆
太
田
雄
太
／
市
民
生

活
部
市
民
課
主
任
◆
吉
田
真
由
子

／
健
康
福
祉
部
健
康
推
進
課
保
健

師
◆
小
栁
志
奈
／
健
康
福
祉
部
健

康
推
進
課
保
健
師
◆
佐
々
木
文
乃

／
産
業
経
済
部
商
工
労
働
課
主
事

◆
鈴
木
郁
哉
／
建
設
部
建
築
住
宅

課
主
事
◆
渋
谷
崇
／
上
下
水
道
部

経
営
管
理
課
主
任
◆
松
下
聡
子
／

平
鹿
地
域
局
地
域
振
興
課
主
事
◆

佐
藤
千
春
／
平
鹿
地
域
局
市
民
福

祉
課
保
健
師
◆
大
山
一
成
／
山
内

地
域
局
地
域
振
興
課
主
事
◆
江
村

い
ず
み
／
大
雄
地
域
局
市
民
福
祉

課
主
事
◆
佐
藤
稔
／
教
育
指
導
部

教
育
指
導
課
長
（
県
教
育
委
員
会

よ
り
派
遣
）
◆
岩
野
玲
子
／
教
育

指
導
部
教
育
指
導
課
主
査
（
県
教

育
委
員
会
よ
り
派
遣
）
◆
西
村
直

崇
／
教
育
指
導
部
教
育
指
導
課
主

査
（
県
教
育
委
員
会
よ
り
派
遣
）

◆
堀
江
徳
美
／
教
育
指
導
部
教
育

指
導
課
主
査
（
県
教
育
委
員
会
よ

り
派
遣
）

【
消
防
本
部
・
消
防
署
】

◆
淀
川
貴
行
／
消
防
署
副
主
査
◆

照
井
達
也
／
消
防
署
主
事
◆
佐
藤

雅
尭
／
消
防
署
主
事
◆
古
内
裕
輝

／
消
防
署
主
事
◆
小
田
嶋
伸
弥
／

消
防
署
主
事
◆
佐
藤
凌
／
消
防
署

主
事
◆
阿
部
智
幸
／
消
防
署
主
事

【
市
立
横
手
病
院
】

◆
佐
々
木
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住民サ－ビスの充実と
本庁機能集約化に向けて
住民サ－ビスの充実と
本庁機能集約化に向けて

平成23年度横手市職員体制平成23年度横手市職員体制

住住住住住住住住民民民民民民民民民民民民民民民民民民ササササササササササササササササササササ

平平平平平成成成成成成2233
　市では、本庁部局の体制の見直
しを行い、さらなる住民サービス
の充実と効率的な組織体制に向け、
４月１日付けで、本庁機能の集約
化を前提とした人事異動を行いま
した。　
　平成23年度の課長級以上の職員
体制をお知らせします。

　市では、本庁部局の体制の見直
しを行い、さらなる住民サービス
の充実と効率的な組織体制に向け、
４月１日付けで、本庁機能の集約
化を前提とした人事異動を行いま
した。　
　平成23年度の課長級以上の職員
体制をお知らせします。

産
業
経
済
部

建
設
部

　本庁機能の集約化にともなう事務所の移転は、
５月２日からとなります。新しい課室所の配置や、
電話番号については、今回の市報と同時に配布さ
れる『横手市役所電話番号簿』をご覧ください。

　本庁機能の集約化にともなう事務所の移転は、
５月２日からとなります。新しい課室所の配置や、
電話番号については、今回の市報と同時に配布さ
れる『横手市役所電話番号簿』をご覧ください。
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今年度も、住宅用太陽光発電システムの設置費用を補助
します。

◆補助対象者  
　次の要件のすべてを満たす人
　①横手市に住所を有しているか、または事業が完了す
　　る年度内に転入予定であること
　②自ら居住し、または居住を予定している、市内にある
　　住宅（店舗・事務所等との兼用の場合は、延べ床面積
　　の２分の１以上が住宅用であるものを含む）に対象
　　システムを設置する人
　③本人および同一世帯に属する者に、市税の滞納がな
　　いこと　　
◆対象システム　
　次の要件をすべて満たすもの
　①システムを構成する太陽電池の最大出力の合計値が
　　10kW未満の太陽光発電システムであること
　②未使用品であること
　③太陽光普及拡大センター(J-PEC）による技術仕様書
　　に適合するもの
　④電力会社と電灯契約および余剰電力の売電契約を締
　　結すること
◆補助金額
　＊１kW当たり５万円とし、対象システムを構成する太  
　　陽電池の最大出力を乗じて得た額とする（ただし、
　　1,000円未満は切捨て）
　＊補助額の上限は25万円とする
◆補助実施期間
　平成23年４月１日～平成24年３月31日
　※申請者多数の場合は、先着順とする。
◆交付条件
　次のいずれかの者と工事請負契約等を締結し、設置す
　るシステムであること
　(１)市内に事業所(本店、支店等)を有する法人
　(２)市内に事業所を有する個人事業主であって、本市
　　　に住民登録をしている者
　（３）その他、市長が必要と認めるもの
　　  新築の場合：市外の住宅建築業者等と契約を締結
　　　　　　　　　する場合　　  
　　　既築の場合：新築時におけるメーカー保証等との
　　　　　　　　　関係で、その住宅を建築した業者以
　　　　　　　　　外の業者による取り付けが困難と認
　　　　　　　　　められる場合
◆申込み・問合せ
　〒013-8601　横手市条里一丁目１番64号　
　横手市役所　総務企画部経営企画課 
　　35-2164、　33-6061

　※申請書類は最寄りの地域局地域振興課、市ホームペ
　　ージにも掲載しています。

補
助金
補
助金

～平成23年度分の受付を開始しました～
住宅用太陽光発電システム補助金

予防
接種
予防
接種 予防接種を再開しています　

　小児用肺炎球菌ワクチンとヒブワクチンの予防接種の
実施を専門家による安全性評価の結果が出るまで、一時
見合わせていました。その後、これらのワクチンの安全
性が確認されましたので、４月１日から予防接種を再開
しています。生後２カ月から５歳未満の乳幼児が接種で
きます。事前に電話などで医療機関に接種の確認をし、
健康保険証と母子健康手帳をお持ちになって、接種を受
けてください。
※予防接種の情報は、市ホームページで確認できます。
◆問合せ
　市健康福祉部健康推進課　35-2185
　または各地域局市民福祉課

議会を傍聴しませんか

市議会４月臨時会開催のお知らせ

　市議会の傍聴を希望され
る方は、横手庁舎７階の傍
聴席に直接お越しください。
また、団体で傍聴を希望さ
れる場合は、事前に議会事
務局までご連絡ください。
◆日　時　4月19日(火)　午前10時から
◆場　所　横手庁舎６階議場（傍聴席は７階）
◆問合せ　市議会事務局（横手庁舎６階）　32-2535

消費
相談
消費
相談 消費生活相談窓口のご案内　

　消費者トラブルなどで困ったときは、市や県の消費者
生活相談窓口へ！
★相談は無料で、秘密は厳守いたします。
　架空請求や多重債務なども含め、暮らしの中で発生す
る様々なトラブルについて問題解決のお手伝いをします
ので、お気軽にご相談ください。
◆相談受付の内容
　＊身に覚えのない請求書が送られてきた
　＊悪質商法の被害にあった
　＊商品・サービスについて疑問がある
　＊多重債務の悩みを解決したい

　市消費生活センターのご案内
◆相談時間／月～金曜日・午前９時～午後５時
　　　　　　祝日、12月29日～１月３日は休み
◆相談窓口・問合せ
　市消費生活センター（市民生活部市民課内）
　横手地域局１階　32-2111

　県生活センター南部消費生活相談室のご案内     
  ４月１日から県平鹿地域振興局に南部消費生活相談室
が開設されました。専門の相談員が無料で対応します。
◆相談時間／月～金曜日・午前８時30分～午後５時
　　　　　　祝日、12月29日～１月３日は休み
◆相談窓口・問合せ
　県生活センター南部消費生活相談室　
　県平鹿地域振興局１階  45-6104

　

募
　金集
募
　金集

　

申込みはお早めに！
軽自動車税の減免申請

税
　金
税
　金
　

　
　精神や身体に障がいを持ち、歩行が困難な方が所有す
る軽自動車は、軽自動車税の減免の対象となります。
　身体障害者手帳等（規定等級以上）の交付を受けている
方は、必要書類をお持ちになり、申請手続きを行ってく
ださい。ただし、自動車税と軽自動車税の減免は両方受
けることはできません。どちらか１台だけとなります。

◆減免を受けることができる軽自動車　
①所有者／身体障がい者本人
　　　　　（18歳未満の方は生計を一にする家族）

②所有者／精神障がい者本人、または生計を一にする家
　　　　　族（知的障がい者も含む)

◆必要書類　①印鑑
　　　　　　②運転免許証（運転者のもの）
　　　　　　③身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者
　　　　　　　保健福祉手帳・戦傷病者手帳
　　　　　　④自動車検査証
　　　　　　⑤減免申請書
◆申込期限　５月24日（火）
　　　　　　※期限を過ぎると減免を受けることができ
　　　　　　ませんので、ご注意ください。
◆問 合 せ　市財務部市民税課　32-2510
　　　　　　または各地域局地域振興課　　　　　　

使用目的
日常生活全般

精神障がい者の通学・通院・通所等

障がい者のみで構成される世帯に属す
る精神障がい者の通学・通院・通所等

運転者
精神障がい者本人
精神障がい者等と
生計を一にする方
精神障がい者を常
時介護する方

運転者
身体障がい者本人
身体障がい者と生
計を一にする方
身体障がい者を常
時介護する方

使用目的
日常生活全般

身体障がい者の通学・通院・通所等

障がい者のみで構成される世帯に属す
る身体障がい者の通学・通院・通所等

　

　引っ越しなどで住所の変更があった場合は、忘れずに
市民生活部市民課または各地域局市民福祉課窓口へ届け
出てください。
◆こんなとき…
　＊横手市外から引っ越してきた時（転入届）
　　⇒住み始めた日から14日以内
　＊横手市内のほかの住所に引っ越した時（転居届）
　　⇒住み始めた日から14日以内
　＊横手市外へ引っ越しする時（転出届）
　　⇒引っ越しが決まった日から引っ越しする日まで
　＊世帯主、世帯の構成が変わった時（世帯変更届）
　　⇒変更があった日から14日以内
◆必要なもの
　　届け出する方の印鑑と、運転免許証・住民基本台帳
　カード・パスポートなどの官公庁が発行する顔写真つ
　きの本人確認書類が必要です。お持ちでない場合は、
　健康保険証、年金証書など複数の書類が必要になります。
　　また、同じ世帯の方以外が届け出する場合は、委任
　状が必要です。なお、転入の場合は、前住所地で発行
　した転出証明書も必ず持参してください。
◆問合せ（市民生活部市民課、各地域局市民福祉課）
　・市民生活部市民課（横手庁舎内）　　　　　　　　　
　　[４月]　32-2703／[５月以降]　35-2176
　・増田地域局　　45-5513　・平鹿地域局　24-1113　
　・雄物川地域局　22-2156　・大森地域局　26-2115
　・十文字地域局　42-5114　・山内地域局　53-2932　
　・大雄地域局　　52-3904

市民
福祉
市民
福祉 住所変更などの届出をお忘れなく！

給
食費
給
食費 学校給食費の引き上げと納付月の変更　

【学校給食費の引き上げ】
　平成23年度の給食費は１食あたり20円上がり、小学生
が１食につき260円、中学生は１食につき290円になりま
す。また、児童・生徒１人についての年間提供食数は
185食を予定しています。
＊保護者の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いい
　たします。

【学校給食費の納付月の変更】
　給食費は、昨年度まで納付月が４月から翌年の１月ま
でとなっていましたが、今年度より５月（１期）から翌年
の２月（10期）までに、変更になります。なお、口座引き
落とし日は毎月25日です。
＊給食費の納め忘れのない、
　口座引き落としをご検討
　ください。

◆問合せ
　市教育指導部学校給食課
　　22-2152または各学校給食センター
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教育委員会短信教育委員会短信教育委員会短信
　問合せ　教育総務課 　22-2151　問合せ　教育総務課 　22-2151　問合せ　教育総務課 　22-2151●

3月

■３月定例教育委員会の審議内容（３月28日）

◎工事請負契約の締結に関する意見の申出について
　承認
  西部地区中学校統合事業・横手明峰中学校建築工
　事（屋外体育施設工事）
◎横手市教育委員会事務部局職員の任免ついて承認
◎横手市生涯学習奨励員の委嘱について承認
　生涯学習奨励員の欠員に伴い２名を委嘱
◎横手市スポーツ振興計画について承認
　スポーツ振興法に基づき、市スポーツ振興計画を
　定める
◎横手市学校給食センター設置条例施行規則の一部
　を改正する規則について承認
　学校給食費の納期の開始月の変更、給食費の特例
　を廃止
◎教育長の職務代行者を定める規則及び横手市教育
　委員会事務局の組織に関する規則の一部を改正す
　る規則について承認
　スポーツ振興課を教育指導部から教育総務部へ配
　置換えし、教育指導部に学校給食課を設置
◎横手市教育委員会事務局部長等の専決規程の一部
　を改正する等の訓令について承認
　スポーツ振興課と学校給食課の関係部分を改正
◎横手市特別支援教育連携協議会設置要綱を廃止す
　る訓令について承認
　市特別支援教育連携協議会の廃止

　

※詳細は市のホームページ（教育総務課のページ） 
　に掲載しています。

【お詫びと訂正】　
　市報よこて４月１日号の記載に誤りがありました。下記のと
おり訂正してお詫びします。
●６ページ上段、『平成23年度主要施策 上下水道事業 下水道
事業等』の記事中で、「八王子」は「八王寺」の誤りでした。

手
当て
手
当て

障害基礎年金の子加算と
児童扶養手当の受給変更が可能になりました　

　４月１日から障害基礎年金の子加算の範囲が拡大され、
その運用についても見直しが行われました。
　これまで、両親のどちらかが障害基礎年金を受給し、
かつ子どもが子加算の対象となっている場合、児童扶養
手当を受給することができませんでした。しかし、障害
年金加算改善法の施行により、４月以降、児童扶養手当
額が障害基礎年金の子加算額を上回る場合、児童扶養手
当を受給（選択）できることになりました。

【注意点】
＊障害基礎年金の子加算と児童扶養手当の両方を受給す
　ることはできません
＊母子・父子世帯の方は選択できません
　詳しくはお問い合わせください

◆問合せ
【障害基礎年金について】
 大曲年金事務所　0187-63-2299
【児童扶養手当について】
 市健康福祉部子育て支援課　35-2133  

横手
分校
横手
分校 秋田大学横手分校が移転しました　

　秋田大学横手分校が横手駅東口・よこてイースト内
の『Ｙ（わいわい）ぷらざ』３階の市民活動フロアに移
転しました。
　秋田大学横手分校は、平成21年８月に市役所本庁南庁
舎に開設され、市と連携を図りながら、横手市はもちろ
んのこと県南地域に向けて、情報発信を行ってきました。
　今後も大学の高等教育や研究成果などをお伝えすると
ともに、各種市民講座も企画し、市民の皆さんへの学習
機会の場を提供していきます。
　移転後のお問い合わせ先は、下記のとおりです。

◆問合せ
　〒013-0036　横手市駅前町１番21号
　横手市交流センターＹ（わいわい）ぷらざ内
　秋田大学横手分校 　38-8304　 32-4056
  

2

2

情報～information～

                  

　
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
資
格

　
　
取
得
受
講
料
の
一
部
助
成

◆
対
象
／
現
在
離
職
中
か
つ
求
職
中

　
の
市
内
在
住
者
で
、
平
成
24
年
３

　
月
末
ま
で
資
格
を
取
得
で
き
る
方

◆
手
続
き
／
各
地
域
局
市
民
福
祉
課

　（
横
手
地
域
局
は
社
会
福
祉
課
）備

　
え
付
け
の
申
請
書
を
窓
口
に
提
出

　
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
市
健
康
福
祉
部
社
会
福

　
祉
課
　
３
５
‐
２
１
３
２

　
　
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
を
対
象

　
　
と
し
た
経
理
事
務
講
習
会

◆
日
時
／
５
月
21
日（
土
）か
ら
９
月

  

10
日（
土
）ま
で
の
毎
週
土
曜
日
、

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
場
所
／
秋
田
県
ひ
と
り
親
家
庭
就

　
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
研
修
室

　（
秋
田
市
旭
北
栄
町
）

◆
講
習
内
容
／
簿
記（
基
礎
）講
座

◆
定
員
／
20
人
（
受
講
料
無
料
、
テ

　
キ
ス
ト
代
２
，
５
２
０
円
）

◆
申
込
期
限
／
５
月
10
日（
火
）

◆
申
込
み
／
市
健
康
福
祉
部
子
育
て

　
支
援
課
　
３
５
‐
２
１
３
３

　
　
横
手
ま
ち
な
か
ウ
オ
ー
キ
ン

　
　
グ
デ
ー
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
づ
く
り
や

仲
間
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。
約
５

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
歩
き
ま
す
。

◆
日
時
／
４
月
か
ら
12
月
ま
で
の
毎

　
月
第
４
土
曜
日（
12
月
は
17
日
）、

　
午
前
９
時
～

◆
集
合
場
所
／
か
ま
く
ら
館
サ
ン
ル

　
ー
ム

◆
問
合
せ
／
市
健
康
福
祉
部
健
康
推

　
進
課
（
横
手
保
健
セ
ン
タ
ー
）
　

　
　
３
３
‐
９
６
０
０

　
　
パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
の
相
談

　
　
を
受
付
し
ま
す

　
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
た
い
が
操
作
方

法
が
わ
か
ら
な
い
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
初
心
者
向
け
の
操
作
講
習

も
行
い
ま
す
。

◆
受
付
期
間
／
４
月
～
平
成
24
年
３

　
月（
平
日
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

◆
申
込
み
／
市
女
性
セ
ン
タ
ー

　
　
３
３
‐
３
９
９
５

　
　
い
き
い
き
農
園
利
用
者
募
集

　
　

　
土
に
触
れ
自
然
と
親
し
み
な
が
ら
、

野
菜
や
花
な
ど
を
育
て
る
楽
し
さ
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
　

◆
場
所
／
大
森
町
上
溝
字
白
山
地
内  

◆
募
集
区
画
／
１
７
０
㎡
を
２
区
画・

　
３
０
０
㎡
の
区
画
は
分
割
し
て
募
集

◆
利
用
料
／
無
料
　

◆
申
込
期
限
／
４
月
28
日（
木
）

◆
申
込
方
法
／
大
森
地
域
局
産
業
建

　
設
課
備
え
付
け
の
申
請
書

◆
申
込
先
／
大
森
地
域
局
産
業
建
設

　
課
　
２
６
‐
２
１
１
６

　
　
消
防
設
備
士
試
験

　
　
準
備
講
習
会

　
８
月
21
日
に
行
わ
れ
る
消
防
設
備

士
試
験
の
準
備
講
習
会
で
す
。
講
習

案
内
・
申
込
書
は
市
消
防
本
部
で
配

布
し
て
い
ま
す
。ま
た
、(

社)

秋
田
県

消
防
設
備
保
守
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.syoubounet.jp/akita/

）

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

◆
第
１
類（
甲
・
乙
種
）講
習
期
間
／

　
６
月
２
日（
木
）・
３
日（
金
）

◆
第
４
類（
甲
・
乙
種
）講
習
期
間
／

　
６
月
６
日（
月
）・
７
日（
火
）

◆
第
６
類（
乙
種
）講
習
期
間
／

　
６
月
８
日（
水
）・
９
日（
木
）

◆
場
所
／
ル
ポ
ー
ル
み
ず
ほ（
秋
田
市
）

◆
受
講
料
／
１
０
，
５
０
０
円（
協
会

　
会
員
）、１
３
，
６
５
０
円（
非
会
員
）

◆
申
込
期
限
／
５
月
13
日（
金
）

◆
問
合
せ
／
市
消
防
本
部
予
防
課

　
　
３
２
‐
１
２
１
８
ま
た
は(

社)

　
秋
田
県
消
防
設
備
保
守
協
会
　
０

　
１
８
‐
８
３
５
‐
５
８
８
０

　
　『
横
手
ま
ち
の
案
内
人
』募
集

　
　

　
横
手
市
を
訪
れ
る
観
光
客
へ
、
市

内
の
名
所
や
史
跡
な
ど
を
案
内
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
研

修
を
受
け
、
案
内
人
の
補
助
を
通
じ

て
経
験
を
積
み
ま
す
。
年
齢
・
性
別

は
問
い
ま
せ
ん
。
研
修
後
は
、
観
光

支
援
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
『
ふ
き
の

と
う
の
会
』
の
所
属
に
な
り
ま
す
。

◆
申
込
期
限
／
５
月
20
日（
金
）

◆
申
込
先
／（
社
）横
手
市
観
光
協
会

　
　
３
３
‐
７
１
１
１

　
　
秋
田
県
合
同
就
職
面
接
会

　
　

　
県
内
企
業
採
用
担
当
者
の
個
別
面

談
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
に
よ
る
就

職
相
談
等
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
５
月
９
日（
月
）午
後
１
時

　
～
５
時
※
受
付
は
正
午
～

◆
場
所
／
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

◆
対
象
／
平
成
24
年
３
月
に
大
学
・

　
短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
等
を
卒

　
業
予
定
の
学
生
（
一
部
の
企
業
で

　
は
既
卒
者
も
可
）

◆
問
合
せ
／
県
産
業
労
働
部
雇
用
労

　
働
政
策
課

　
　
０
１
８
‐
８
６
０
‐
２
３
３
５

　
　
震
災
被
災
者
の
た
め
の

　
　
無
料
法
律
相
談

　
秋
田
弁
護
士
会
で
は
、
震
災
で
被

災
さ
れ
た
方
々
を
支
援
す
る
た
め
、

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
行
い

ま
す
。
震
災
被
害
に
関
わ
る
困
り
ご

と
全
般
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆
日
時
／
平
日
の
午
後
１
時
～
４
時

◆
相
談
先
／
秋
田
弁
護
士
会

◆
相
談
専
用
電
話
／

　
　
０
１
２
０
‐
６
０
９
‐
２
０
９

　
　
大
曲
技
術
専
門
校

　
　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

【
機
械
図
面
の
読
み
方
・（
新
人
対
象
）】

◆
期
日
／
４
月
26
日（
火
）・
27
日（
水
）、

　
定
員
10
人

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
講
習（
Ｈ
Ｔ
Ｍ

Ｌ
編
）】

◆
期
日
／
４
月
26
日（
火
）・
27
日（
水
）、

　
定
員
10
人

【
第
二
種
電
気
工
事
士
筆
記
試
験
準
備

講
習
】

◆
期
日
／
５
月
10
日（
火
）・
11
日（
水
）・

　
17
日（
火
）・
18
日（
水
）、
定
員
20
人

◆
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◆
対
象
／
現
在
、
お
勤
め
し
て
い
る
方

◆
受
講
料
／
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

◆
申
込
み
／
大
曲
技
術
専
門
校

　
　
０
１
８
７
‐
６
２
‐
６
３
２
１

informationinformation

情 報報

催　
し

お
知

ら
せ

募　
集

募　
集

お
知

ら
せ

相　
談

４・５月連休中の『し尿収集日』について４・５月連休中の『し尿収集日』について
　衛生センターの休業日は、業者のし尿収集も休みにな
りますので、ご協力をお願いします。
　■営業日程
　　４月29日(金)～５月１日(日)　休　業
　　５月２日（月）　　　　　　　　営　業　　
　　５月３日(火)～５月５日(木)　休　業　　　
　　５月６日(金)以降は通常通り営業（土・日・祝日休業）
　■問合せ／横手衛生センター　32-1974
　　　　　　雄物川衛生センター　22-5346

相　
談

講　
座

講　
座

講　
座

◎５月から検針が始まります
　平鹿・雄物川・十文字・山内・大雄・増田の一部地域
では、積雪のために冬期間の検針を行うことができませ
んでした。
　５月から検針を再開しますが、軒下などにメーターボ
ックスがある場合は、積雪のために検針できない場合が
あります。検針前に周囲の雪かきなどのご協力をお願い
します。なお、検針ができなかった場合には、５月も暫
定水量で賦課させていただき、６月に精算します。

◎漏水には注意してください
　検針票に『漏水の疑いがあります』と記載されている
場合は、水道メーターの確認が必要です。
　すべての水道の蛇口をきっちり閉め、メーターのパイ
ロット（銀色の部分）を確認してください。その状態で
パイロットが回っている場合は漏水と思われますので、
横手市指定工事店にご相談ください。

◆問合せ
　横手市水道お客様センター（水道庁舎内）　32-2758

水道メーターの検針を再開します
～漏水にご注意ください～

水
　道
水
　道
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idobata plazaidobata plaza
どばたプラザい

今月の一冊

・５月14日（土）午前10時30分／十文字
・５月15日（日）午前10時30分／雄物川・大森
・５月21日（土）午後２時／増田
・５月22日（日）午前10時30分／横手

５月のおはなし会（会場：各図書館)５月のおはなし会（会場：各図書館)

　図書館では「こんな情報が載っている本がないかな」
など、市民の皆さんの必要な情報を探すお手伝い（レフ
ァレンス）をしています。
　実際にあった、問い合わせのひとつを紹介します。
　「子どもの節目の祝い事について、知りたいのですが」
という相談に、図書館にある蔵書の中から、帯祝いから
卒業・就職祝いまでを掲載している『冠婚葬祭マナー事
典』（小学館2007年）や、成長を喜ぶ古くからの儀式をは
じめ、一般的な年中行事について家族で楽しめる方法を
掲載している『赤ちゃん・子どものお祝いごと』（成美堂
出版2008年）などを紹介しました。
　「○○○について知りたい」と思った時は、お気軽に
図書館員にお尋ねください。

必要な情報を探すお手伝いをしています必要な情報を探すお手伝いをしています

最寄りの図書館で全ての館の蔵書を借りることができます。
○問合せ 雄物川(中央)図書館　22-2300または最寄りの図書館へ

　著者は人間国宝の柳家小さん
を祖父に持ち、戦後最年少の22
歳で真打になりました。恵まれ
た環境で、とんとん拍子の人生
を歩んできたようにみえますが、
通信簿の成績は主要科目がオー
ル１という勉強嫌いで、子どもの頃はいろいろ悩み、不
安を感じながら過ごしていたことが語られています。
　本書では、落語界の様子を知るだけではなく、人間の
あったかみや生き方をさりげなく教えてくれる、落語の
魅力と楽しみ方を紹介しています。　　　【増田図書館】

一般向け
・17歳からのドラッカー／中野明〔森〕
・レーニンの墓／デイヴィット・レムニック〔雄〕
・百姓学宣言-経済を中心にしない生き方-／宇根豊〔十〕
・なぜ、あの人はいつまでも美しいのか？／中野重徳〔山〕
・結果を出し続けるために／羽生善治〔平〕
・時こそ今は／太田治子〔横・増・森〕
児童・生徒向け
・地球を救う新世紀農業／吉田太郎〔横〕
・鉄のしぶきがはねる／まはら三桃〔増〕
絵    本
・ふたりのサンドウィッチ／ラーニア・アル・アブドッラー〔平〕
・のびるのび～る／深見春夫〔十・山〕

新着図書の紹介新着図書の紹介 〔　〕内は所蔵図書館名
横=横手、増=増田、平=平鹿、雄=雄物川
森=大森、十=十文字、大=大雄、山=山内

図書館だより図書館だより

落語が教えてくれること落語が教えてくれること
柳家花緑＝著編／講談社柳家花緑＝著編／講談社

　

　　　
横手郷土史研究会主催 郷土史講演会
●日時／４月17日(日)午後１時30分～ ●場所／Ｙ (わい
わい）ぷらざ（横手駅前）※入場無料 ●演題／高岡専太郎
～ブラジル移民の赤ひげ先生～ ●講師／押切宗平氏 ●
問合せ／柴田さん 　33-2006
　　
『端午の節句つるし飾り展』（手芸教室生徒・小山優子作）
●期間／４月21日(木)～５月６日（金）、午前10時～午後４
時※火曜日休館 ●入場料／無料 ●場所・問合せ／コミ
ュニティハウスね・ま～れ（十文字駅前通り） 　42-5320
　
『フットケア リンパマッサージ』
●日時／４月23日（土）・４月28日（木）、各①午前10時～
②午後１時～　●場所／旭ふれあい館 ●参加費／500円
※要予約 ●申込み／中村さん 　090-5595-0800
　
十文字スワンコーラス『道の駅スプリングコンサート2011』
●日時／４月24日(日)午前10時30分～　●場所／道の駅
十文字 ●入場料／無料 ●予定曲／春のメドレー他12曲  
●問合せ／遠藤さん 　42-2044
　
『手作り雑貨マーケット＆チャリティバザー』
　布小物やエコクラフトなどの手作り品、手芸材料を販
売します。震災へのチャリティバザーも開催します。
●日時／４月24日（日）午前10時～午後３時 ●場所／大曲
交流センター ●問合せ／小松さん 　090-7666-6001
　
太極拳おおもり『太極拳教室』　
　ぜひ一度、見学に来てください。
●日時／４月28日(木)午後１時30分～３時※毎週木曜日
開催 ●場所／南部シルバーエリア ●参加費／１回600円 
●申込み／瀬川さん 　090-7667-6701
　
歌の好きな人集まれ　～思いっきり歌声喫茶～
●日時／５月５日(木)午後７時～ ●場所／煉瓦屋（寿町）
●参加費／1,000円（飲み物、ケーキ付）※要予約 ●予定曲
／私の城下町など20曲以上 ●申込み／煉瓦屋 　33-2811
　　
ディンプルアート（ガラスの塗り絵）教室
　中学生以下の方は、材料代のみで参加できます。
●日時／５月５日(木)①午前９時30分～、②午後１時～
●場所／Ｙ (わいわい）ぷらざ（横手駅前） ●参加費／
2,000円～（材料代、飲み物等） ●定員／各回20人程度 ●
問合せ／一戸さん 　25-3560
　
脳の活性化に最適！囲碁教室
　入門教室（未経験）と初心者教室（初段程度）があります。
●参加説明会／５月14日（土）午前10時～  ●場所／あさ
くら館  ●活動日時／毎月第２・第４土曜日、午前10時
～正午  ●参加費／2,000円（年間） ●問合せ／妹尾さん 
　32-8563
　
南部シルバーエリア陶芸教室『植木鉢創り』
●日時／５月15日(日)午後１時30分～ ●参加費／700円
（材料代、入浴・休憩料） ●対象／小学生以上の方 ●定員
／15人  ●申込み／南部シルバーエリア 　26-3880
　

２

「いどばたプラザ」は、市民団体やＮＰＯなどからのお知らせを掲載す
るコーナーです。掲載を希望する場合は、発行日の15日前までに内容が
わかるものを市長公室広報担当（連絡先は最終ページに掲載）にお寄せ
ください。ただし、５月15日号は４月22日となりますので、あらかじ
めご了承ください。
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２

【雄物川地域】　
　えがおの丘診療所
　　診 療 日　4月20・27日（水）
　　診療時間　14：30～15：30
　大沢診療所
　　診 療 日　4月25日（月）
　　診療時間　13：30～14：30

 
 　
　 
 
 　
　
　
 　
  
 　
 　

  
　 
　 
　 
　
 　
　
 　
 　
　 
　 
  
　 
　 
　 
　 
　 

横手図書館　  4月20・27～30日、
　　　　　　  5月1日
増田図書館　  4月18・25・28～30日、
　　　　　　　5月1日　
平鹿図書館　  4月19・26・28～30日、
　　　　　　　5月1日
雄物川図書館　4月20・27～30日、
　　　　　　　5月1日
大森図書館　　4月19・26・28～30日、
　　　　　　　5月1日
十文字図書館　4月20・27～30日、
　　　　　　　5月1日
山内図書館　　4月16・17・23・24・
　　　　　　　29・30日、5月1・3～5日
大雄図書館　　4月17・18・21・25・
　　　　　　　28・29日、5月2～5日

雄物川資料館　　4月18・25日
ゆっぷる　　　　4月20日
ゆとり館　　　　4月19・26日、
　　　　　　　　5月3日
えがおの丘　　　4月18・25日
大森健康温泉 　 4月18・25日、
　　　　　　　　5月2日
ゆとりおん大雄  4月21日
南部シルバーエリア 4月18・25日、
　　　　　　　　5月2日
健康の駅トレーニングセンター
　東部　　　　　4月20・27・29日、
　　　　　　　　5月3～5日
　西・南部 　　　4月16・17・23・24・29・
　　　　　　　　　30日、5月1・3～5日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　　　　4月18・25日、
　　　　　　　　5月2日

診療所
ご確認ください

ご確認ください
休 館日

【増田地域】　　
　増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　　診 療 日　4月20・27日（水）
　　診療時間　14：00～15：30
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◆４月29日、５月１日、３日～５日の休日救急当番医

 当 市立大森病院 9：00～12：00 26-2141急

金15
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木5

土16
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木21

金22

土23

日24

月25

火26

水27

木28

金29

土30
昭和の日

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

 心 十文字町幸福会館

Ｙ（わいわい）ぷらざ チャリティ・イベント

 11：00～、よこてイースト（横手駅前）

市民公開講座『難聴の克服に向けて』

 14：00～、かまくら館、無料、市社会福祉課 35-2132

 急 市立横手病院（松元医師） 32-5001

 児 平鹿総合病院（石橋医師） 32-5124

 法 増田地区多目的研修センター

    13：00～15：00、社協・増田福祉センター 45-4848

 心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

 法 市役所南庁舎 13：00～15：00、市総務課 35-2161

 心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）

 心 横手地域局

 行 横手地域局１階総合案内 13：00～15：00

 心 社協・大雄福祉センター

ウオーキングデー 9：00、かまくら館サンルーム集合

詳しくは９ページ

 急 雄物川クリニック（雄物川） 22-5511

 児 平鹿総合病院（石橋医師） 32-5124

 法 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

    10：00～12：00、社協・山内福祉センター 53-3009

 心 大森コミュニティセンター

 心 雄物川コミュニティセンター

 人 市役所南庁舎 9：00～12：00、13：00～16：00

 心 増田地区多目的研修センター

絵更紗の世界特別展

 急 市立大森病院 26-2141

沼入りぼんでん 11：00～厳島神社（平鹿町醍醐荒処）、

平鹿地域局産業建設課 24-1118

 急 市立大森病院 26-2141  児 平鹿総合病院 32-5124

 法 相談予約受付開始（5/18分） 市総務課 35-2161

 法 十文字町幸福会館

    10：00～12：00、社協・十文字福祉センター 42-5858

2011秋田スカイフェスタ  6：00～、～５日、市教育セン

ター広場（旧蛭野小グラウンド） 080-3335-5370・5371
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【無料相談】  行 … 行政   法 … 法律（要予約）  人 … 人権

      税 … 税務（9：30～12：00）   心 … 心配ごと（9：30～12：00）

【救急医療】 急 … 休日救急当番医（9：00～12：00）

      児 … 日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）

【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口 32-2111（内線8529）
 ・毎週月曜～木曜 10：00～12：00／13：00～15：00
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観桜会

■４月下旬～

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

総数　100,253人（-444） ／ 34,250世帯（-32）
　男　 47,668人（-193）
　女　 52,585人（-251）

横手市の人口横手市の人口

〔　　　　　　　　　　　　　　　　〕 ※３月末現在（前月末比）

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

４月24日（日）「それいけ!アンパンマン いのちの星のドーリィ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　【51分】
５月３日（火）「天装戦隊ゴセイジャーVSシンケンジャー 
　　　　　　　エピックＯＮ銀幕」　　　　　　 【60分】
５月４日（水）「カールじいさんの空飛ぶ家」  　　【96分】
５月５日（木）「ワンピースフィルム ストロングワールド」  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【115分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880
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ピックアップ雄物川郷土資料館 平成23年度 第１回特別展

絵更紗（えさらさ）の世界
■４月29日（金）～５月29日（日）【前期】
■６月４日（土）～７月３日（日）【後期】

【横手公園・金沢公園】
◆期　間／４月23日（土）
　　　　　～５月５日（木）
◆問合せ／横手商工会議所　32-1170
【真人公園】
◆期　間／４月26日（火）～５月５日（木）
　名物『たらいこぎ競争』は行わず、５月５日
　13：00からたらいこぎ練習会を開催します。
◆問合せ／増田町観光協会　45-5311
【大森公園】
◆期　間／４月23日（土）～５月７日（土）
◆問合せ／大森町観光協会　26-2116
【梨木公園】
◆期　間／４月下旬～５月上旬
◆問合せ／十文字町観光協会　42-0406
※詳細については、お問い合わせください。

　大正時代のはじめに考
案された、染色工芸のひ
とつ絵更紗。木綿地にロ
ウケツ染めや木版染めの
技法を使い、手仕事の素
朴さと高い芸術性を共存
させています。今回、増
田町出身の絵更紗作家・
石田五百子氏のご遺族か
ら市に寄贈された作品の
内約40点を展示します。
◆時　間／９：00～17：00（入場は16：30まで）
◆場　所／雄物川郷土資料館
◆休館日／月曜日、祝日の翌日
◆料　金／一般100円、高校生50円、中学生以下無料
◆問合せ／雄物川郷土資料館 　22-2793

5544


